
JP 6342199 B2 2018.6.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  下面に幅広の吸込口を有する回転清掃体収納室が形成され、走行用の車輪を設けた直方
体状の吸込具ケースと、前記回転清掃体収納室に収納された、所定長を有する柱状のロー
ターの外周部長手方向に複数列設けられたブラシ体とから成る清掃体、該清掃体の両端部
を前記ブラシ体の先端部が前記吸込口から突出して被清掃面に接触するよう回転自在に保
持する軸受体とから成る回転清掃体と、該回転清掃体を所定方向に連結具を介して回転さ
せる駆動体と、を備え、前記回転清掃体収納室の上面は、留め具により前記吸込具ケース
に着脱自在に設けられ透明部材より成る透明体部をその一部に有する開閉蓋で形成され、
該開閉蓋は、前記吸込具ケースに装着時において前記軸受体をその上方から保持すると共
に、前記透明体部の内壁面は曲面状に形成され、前記内壁面に前記ブラシ体の先端部が、
その回転時において接触するよう形成したことを特徴とする電気掃除機用の吸込具。
【請求項２】
  透明体部に接触するブラシ体は、単列のブラシ体のみとしたことを特徴とする請求項１
記載の電気掃除機用の吸込具。
【請求項３】
  ローター体の外周部長手方向に複数列設けられたブラシ体は、隣り合うブラシ体列の色
彩を異ならせたことを特徴とする請求項１又は２に記載の電気掃除機用の吸込具。
【請求項４】
  駆動体は走行車輪で構成され、該走行車輪の外表面は、その回転方向に対し略直角方向
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に凹面と凸面を交互に形成したことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の電
気掃除機用の吸込具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸込具のブラシ体に絡みついた塵埃を目視により確認できるようにした電気
掃除機の吸込具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電気掃除機の吸い込み具は、被清掃面に堆積あるいは、絡みついた各種塵埃を、ブラシ
体が回転しながら掃き上げて、清掃するのが一般的である。しかしながら、塵埃がブラシ
体に絡みついてしまい、清掃能力の低下や、ブラシ体に絡みつい塵埃を清掃しながら被清
掃面に散乱させてしまう恐れが有り、このような状態をなくすために、使用者に外部から
ブラシ体を目視により観察するようにしたり、ブラシ体を吸込具に着脱自在に設けたりし
て、ブラシ体の清掃作業を容易にした吸込具が開示されている。（例えば、特許文献１、
特許文献２、特許文献３、参照）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３-２２３６２８号公報
【特許文献２】特開平６－２２８８８号公報
【特許文献３】特開平５－２２８０８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載の吸込具本体では、吸込室の天面を構成する第１の部品を透明に
して、吸込室に回動自在に収納された回転ブラシへの回転異常や、塵埃の附着の各状況を
、使用者に見せられるようにしているが、それらの対応作業、例えば、吸込室から回転ブ
ラシの取り外しの容易性や、透明にしている第１の部品に塵埃が附着してしまい、外部か
ら見え難い等の課題が生じている。また、特許文献２に記載の床用吸込具では、回転ブラ
シを収納するブラシ収納室の頂面を吸込具本体に脱着される蓋で開閉するよう形成して回
転ブラシに絡みついた糸屑などを取り外すようにして、その対応作業を容易にしているが
、回転ブラシの回転異常や、塵埃の附着状況が、使用者に見えないために対応時期が解り
にくい等の課題が生じている。さらに、特許文献３に記載の床用吸込具では、回転ブラシ
を回転させる駆動源を車輪にて行っており、駆動源を電動機等で行うより、省エネ性や軽
量性に優れているが、回転ブラシの回転状況は、車輪を見れば間接的には分かるが、実際
の回転状況は判りにくい等の課題が生じている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
  上記従来の課題を解決するために、請求項１の発明は、下面に幅広の吸込口を有する回
転清掃体収納室が形成され、走行用の車輪を設けた直方体状の吸込具ケースと、前記回転
清掃体収納室に収納された、所定長を有する柱状のローターの外周部長手方向に複数列設
けられたブラシ体とから成る清掃体、該清掃体の両端部を前記ブラシ体の先端部が前記吸
込口から突出して被清掃面に接触するよう回転自在に保持する軸受体とから成る回転清掃
体と、該回転清掃体を所定方向に連結具を介して回転させる駆動体と、を備え、前記回転
清掃体収納室の上面は、留め具により前記吸込具ケースに着脱自在に設けられ透明部材よ
り成る透明体部をその一部に有する開閉蓋で形成され、該開閉蓋は、前記吸込具ケースに
装着時において前記軸受体をその上方から保持すると共に、前記透明体部の内壁面は曲面
状に形成され、前記内壁面に前記ブラシ体の先端部が、その回転時において接触するよう
形成したことを特徴としている。
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【０００７】
  請求項２の発明は、透明体に接触するブラシ体は、単列のブラシ体のみとしたことを特
徴としている。また、請求項３の発明は、ローターの外周部長手方向に複数列設けられた
ブラシ体は、隣り合うブラシ体列の色彩を異ならせたことを特徴としている。また、請求
項４の発明は、駆動体は走行車輪で構成され、該走行車輪の外表面は、その回転方向に対
し略直角方向に凹面と凸面を交互に形成したことを特徴としている。
 
【発明の効果】
【０００８】
  請求項１の発明では、被清掃面に回転接触して、塵埃を掃き上げる清掃体の回転状況を
使用者が直接目視できるような透明体部を有する開閉蓋を吸込具に着脱自在に設けること
で、例えば大きな塵埃が回転清掃体収納室に掃き上げられ、回転清掃体が回転不良になっ
たり、清掃体に塵埃が絡み付いたりした状態を、使用者が素早く目視でき、その対応も、
開閉蓋が吸込具の上面に設けられているので、容易に開閉蓋を取り外すことができ、回転
清掃体の取り外しは基よりその清掃も容易にできる。また、開閉蓋には、回転清掃体の軸
受体を保持する保持部が設けられているので、回転清掃体を吸込具体に収納した後、留め
具により開閉蓋を吸込具に取り付けるだけで、回転清掃体も簡単に固定することができる
。そして、開閉蓋に有する透明体部の内面に、ブラシ体の先端部が接触するよう形成して
いるので、被清掃面の清掃時において、回転清掃体収納室内は、塵埃まみれになり、透明
体部の内面にも塵埃が附着し、その透明性が低下するが、ブラシ体により、前記附着塵埃
は掃き清められ、その透明性は低下することなく、使用者に安心感を与えることができる
。これにより、塵埃附着に伴う、開閉蓋の吸込具からの脱着作業は、不要とすることがで
きるものである。
 
【００１０】
  請求項２の発明では、ローターの外周部長手方向に複数列設けられたブラシ体の全てで
はなく、単列のブラシ体のみ、透明体部に接触するよう形成したので、前記接触に伴う、
ブラシ体と透明体のそれぞれの摩耗の減少や、接触抵抗による、駆動体の負荷の緩和など
を図ることができる。また、請求項３の発明では、ローターの外周部長手方向に複数列設
けられたブラシ体は、隣り合うブラシ体列の色彩を異ならせたので、ブラシ体の回転時に
おいて、使用者は、同色で形成されたブラシ体に比べ、その色彩の変化を確実に、透明体
部を介して目視することができるもので、よりブラシ体の回転状況が目視できるものであ
る。さらに、請求項４の発明では、外表面に凹凸面を、その回転方向に略直角に有する走
行用の車輪で駆動体を形成することにより、車輪は、その走行時において、被清掃面に食
い込み、滑ることなく回転を確実にすると共に、使用者にとって、凹凸面は、光が乱反射
して、その回転状況がはっきりと目視把握できる。これにより、万一、車輪が回転して、
回転清掃体が非回転の場合は、連結具の故障等が素早く判ることができる。なお、凹面と
凸面の色彩を異ならせれば、よりその回転状況を判りやすくことができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例１における電気掃除機の全体構成図である。
【図２】同、電気掃除機の吸込具の斜視図である。
【図３】同、電気掃除機の吸込具の上ケースと開閉蓋を外した平面図である。
【図４】同、図２における中央部の縦断面図である。
【図５】同、電気掃除機の吸込具の開閉蓋の斜視図である。
【図６】同、電気掃除機の吸込具の回転清掃体の正面図である。
【図７】同、電気掃除機の吸込具の軸受体の吸込具ケースへの要部取付要領図である。
【図８】同、電気掃除機の吸込具の軸受体の吸込具ケースへの要部取付断面図である。
【図９】同、電気掃除機の吸込具の車輪の斜視図である。
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【図１０】本発明の実施例２における電気掃除機の吸込具の軸受体の吸込具ケースへの要
部取付断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施例によ
って、本発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００１３】
　図１から図８を用いて説明する。電気掃除機１は、電動送風機（図示せず）と集塵室（
図示せず）を有する掃除機本体２と、スイッチ３を備えた操作部４と、ホース体５と、延
長パイプ６と、吸込具７より構成されている。吸込具７を構成する直方体状に形成された
吸込具ケース８は、上ケース９と下ケース１０より成り、前側上面は、幅広の開口部１１
が、その下面には、幅広の吸込口１２がそれぞれ設けられている。通路１３は、吸込具ケ
ース８内を左右に分断するよう縦状に設けられ、前側は後述する回転清掃体収納室２１を
介して吸込口１２に連通し、後側には、延長パイプ６と着脱自在に接続される接続管１４
を回動自在に収納している。開閉蓋１５は、前側下部に、下ケース１０に嵌合される係り
部１６、後側に左右に可動し、端部が上ケース９と嵌合する留め具１７をそれぞれ有して
おり、開口部１１を着脱自在に覆うよう設けられている。開閉蓋１５の略中央部には、左
右方向に長い長方形状の覗き穴１８が形成されており、覗き穴１８には外部から内部が見
えるような透明部材から成る透明体部１９が固着されており、透明体部１９の内面は、後
述する回転清掃体２２の回転中心軸Ｚを中心とする回転半径Ｒの軌跡となるように、曲面
２０が設けられている。
【００１４】
　回転清掃体収納室２１は、上面に開閉蓋１５、下面に吸込口１２を有しており、後述す
る回転清掃体２２を収納する。回転清掃体２２は、円柱状のアルミやマグネシュームや樹
脂材から成るローター２３、ローター２３の外周部に等間隔で、その長手方向に多数の軟
質線材のブラシ片から成る所定毛丈Ｌを有するブラシ体２４とにより構成される清掃体２
５と、ローター２３の両端に固着された軸体２６、２６と、軸体２６、２６を回転自在に
保持する軸受体２７、２７と、連結具Ａより形成されている。軸受体２７、２７は、下ケ
ース１０に有する軸受下保持部２８、２８と、開閉蓋１５の両端部に有する軸受上保持部
２９、２９とにより収納保持されていて、清掃体２５の回転時に、ブラシ体２４の先端が
吸込口１２より下方に突出し、被清掃面Ｘに回転接触するよう構成している。４列のブラ
シ体２４のうちの１列には、毛丈Ｌより長い毛丈Ｌ１を有し、その回転時に透明体部１９
の曲面２０に接触する、軟質材より形成されたブラシ体２４Ａが設けられている。なお回
転清掃体２２の回転中心軸Ｚからブラシ体２４Ａの先端までの距離は、半径Ｒとなる。ま
た、４列のブラシ体２４の色彩は、それぞれ隣同士で異なった配色で構成されていて、そ
の回転時において、回転状況を、よりくっきりと分からせるためのものである。
【００１５】
　接続管１４の左右近傍の吸込具ケース８の下面には、軟質材より成る一対の走行用の車
輪３０、３０が回動自在に取り付けられていて、車輪３０、３０の外周面には、その回転
方向に対し、略直角に形成された複数の凹部３１と凸部３２が形成されており、凹部３１
と凸部３２は、その回転時において、被清掃面Ｘに食い込み、接触抵抗を増して、滑るこ
となく確実に車輪３０、３０を回転させる。車輪３０の片方には、ギアより成る連結具Ｂ
が取り付けられ、連結具Ｃを介して、連結具Ａに回転力を伝え、所定の回転速度で、清掃
体２５を回転方向Ｈに回転させている。なお、連結具Ａと連結具Ｂ間の連結は、ベルトで
も、他のものでも良いものである。バンパー３３は、吸込具ケース８の前面側に、上ケー
ス９と下ケース１０及び開閉蓋１５により、取り付けられている。
【００１６】
　このように構成された状態で、操作部４を持ち、スイッチ３を入れて電気掃除機１を運
転させると、電動送風機（図示せず）は、外気を吸込口１２より吸引し、吸込具７、延長



(5) JP 6342199 B2 2018.6.13

10

20

30

40

50

パイプ６、ホース体５、掃除機本体２の集塵室（図示せず）を通過させる。この時に、操
作部４を移動させると、車輪３０、３０は被清掃面Ｘ上を回転しながら移動するが、その
外周面に形成された凹部３１と凸部３２は、被清掃面Ｘに喰い込むように入り込み、接触
抵抗を増し、滑ることなく確実に回転する。この時に、凹部３１と凸部３２は、回転する
ことで光の乱反射を生み、使用者にその回転状況を確実に目視させることができる。車輪
３０が確実に回転することで、連結具Ａ、Ｂ、Ｃを介し、所定の回転力を得て清掃体２５
も回転して、被清掃面Ｘ状の塵埃を回転清掃体収納室２１に掃き上げ、外気と共に掃除機
本体２に移動させられ、集塵室（図示せず）で捕集される。
【００１７】
　しかしながら、塵埃にも各種形状や大きさ等千差万別有り、比較的大きな塵埃、例えば
紙くずを清掃体２５が回転清掃体収納室２１に掃き上げた場合、前記紙くずは清掃体２５
の回転を減速あるいは停止させてしまう。また、長期間にわたり繰り返し被清掃面Ｘを清
掃していると、髪の毛や糸屑、綿ゴミ等の塵埃はブラシ体２４に絡みつき、掃き上げ性能
の低下や、回転異常振動を生じさせたり、あるいは、絡みついた塵埃を被清掃面Ｘに飛散
させてしまうことが生じる。これらの各種異常事態は、吸込具７の上面に設けられた開閉
蓋１５の一部に有する透明体部１９から、いち早く使用者に目視により伝え、かつ、開閉
蓋１５を吸込具７の上面に設けていることで、その取り外し作業も、吸込具７を移動する
ことなく被清掃面Ｘに置いたままの状態で素早く行えると共に、回転清掃体２２も、開閉
蓋１５取り外すことで、簡単に取り出すことができる。勿論、回転清掃体２２を吸込具７
に装着するのも、両側に有する軸受体２７、２７を、軸受下保持部２８、２８に上から挿
入し、軸受上保持部２９、２９を有する開閉蓋１５を留め具１７等で吸込具ケース８に上
方から取り付けるだけで良い。
【００１８】
　さらに、吸込具７を長期間使用していると、透明体部１９には、微細な塵埃が静電気等
で附着し、その透明性を著しく低下させるが、ブラシ体２４Ａが、その回転時において常
時接触するので、附着塵埃は掃き清められ、その透明性も常時確保されるので、ブラシ体
２４の回転状況は、良好である。特に、透明体部１９に接触させるブラシ体２４を全てで
なく、小数列当接させることで、その衝撃力や接触抵抗力、摩耗等を減少させることがで
きる。なお、透明体部１９に接触させるブラシ体２４は、軟質のシート材で構成しても良
い。また、複数列有するブラシ体２４の隣り合う色彩が、異なっていることで、使用者に
とって、その回転状況は非常に判りやすく、回転の不具合や、ブラシ体２４への塵埃の附
着状況等の目視判断は容易である。また、透明体部１９は、開閉蓋１５の一部に形成され
ているので、ブラシ体２４Ａとの接触面積が減り、それぞれの摩耗を減少させることがで
きると共に、開閉蓋１５の着脱時における、被清掃面Ｘへの落下や衝突等によるキズや変
形等も、その面積が小さいために付きにくくすることができる。なおも、車輪３０の外表
面に有する凹部３１と凸部３２により、その回転時において、光の乱反射が生じ回転状況
が判りやすいものである。さらに、凹部３１と凸部３２の色彩を異なわせることで、より
その回転状況が判りやすいものである。
【００１９】
　なお、透明体部１９に接触するブラシ体２４Ａは、他のブラシ体２４に比べ、その柔軟
性を大きくすることで、被清掃面Ｘとの接触抵抗を少なく出来ると共に、その毛丈Ｌ１が
長いために、被清掃面Ｘの溝等に入り込み、内部の塵埃の掃き出しに、より効果が発揮で
きるものである。勿論、全てのブラシ体２４を透明体部１９に接触させても良い。また、
ブラシ体２４の回転駆動力は、車輪３０に限定するものでなく、例えば電動機や、掃除機
本体２に収納されている電動送風機（図示せず）の吸引力による空気移動に伴うファン等
を用いてもよく、特に限定するものではない。この時、前記ファンを用いる場合は、この
ファンの回転状況が、外部から目視できるよう、透明部材をその近傍に設けると良いもの
である。このような構成にすることで、使用者にとって、いち早く回転清掃体２２の回転
異常等を目視により確認できるとともに、開閉蓋１５を吸込具７の上面に設けていること
で、その対応を素早く、かつ簡単にできるようにしたものである。
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【実施例２】
【００２０】
　図１０を用いて説明する。吸込具ケース８１は、上ケース９１と下ケース１０１より成
り、前側下面には、幅広の吸込口１２１がそれぞれ設けられている。吸込口１２１の上方
には回転清掃体収納室２１１が設けられており、上ケース９１の一部は、外部からその内
部が見えるような透明材より成る透明体部１９１が固着されていて、回転清掃体収納室２
１１の上面の一部を形成している。透明体部１９１の内面は、後述する回転清掃体２２の
ブラシ体２４Ａが回転接触するよう曲面状に形成されている。回転清掃体２２は、回転清
掃体収納室２１１に収納されている。また、軸受上保持部２９１、２９１は、上ケース９
１の両側部に設けられていて軸受体２７、２７を収納保持する。回転清掃体２２の回転清
掃体収納室２１１への着脱は、下ケース１０１の前方両側部に留め具(図示せず)にて、着
脱自在に設けられた下開閉蓋１５１にて行う構成で、この下開閉蓋１５１には、軸受体２
７、２７を下方から保持する軸受下保持部２８１、２８１が形成されている。なお、本発
明の主旨を逸脱しない範囲で、様々な実施例をとることができるものである。
【産業上の利用可能性】
【００２１】
　このように、本発明に係る電気掃除機用の吸い込み具は構成されているので、清掃中の
ブラシ体の回転状況を、使用者に見えるように、開閉蓋の一部を透明体部で形成すること
で可能にするとともに、ブラシ体の回転異常等を、開閉蓋の脱着で素早く対応することが
できる。また、透明体部の汚れを防止するために、ブラシ体を接触させて常時清掃するこ
ともでき、そのクリアー性は、維持され続ける。これらにより、吸込具による清掃性能の
長期間維持ができるので、一般家庭用の電気掃除機用の吸込具のみならず、産業用の電気
掃除機用の吸込具にも広範囲に利用できるものである。
【符号の説明】
【００２２】
　１　電気掃除機
　２　掃除機本体
　３　スイッチ
　４　操作部
　５　ホース体
　６　延長パイプ
　７　吸込具
　８、８１　吸込具ケース
　９、９１　上ケース
　１０、１０１　下ケース
　１１　開口部
　１２、１２１　吸込口
　１３　通路
　１４　接続管
　１５　開閉蓋
　１６　係り部
　１７　留め具
　１８　覗き穴
　１９、１９１　透明体部
　２０　曲面
　２１、２１１　回転清掃体収納室
　２２　回転清掃体
　２３　ローター
　２４、２４Ａ　ブラシ体
　２５　清掃体
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　２６　軸体
　２７　軸受体
　２８、２８１　軸受下保持部
　２９、２９１　軸受上保持部
　３０　車輪
　３１　凹部
　３２　凸部
　３３　バンパー
　１５１　下開閉蓋

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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